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は　じ　め　に
　体育・スポーツが社会全体の中に定着してゆく過程は複雑で多様である。
　国家・地方自治体といった行政機関の果す，主導的役割の重要性は論を待た
ない。今日，研究者の注視が「スポーッ政策」に集まっているのは必然であ
る。しかし，体育・スポーツの普及・発展にとって，体育・スポーッの意義を
適格に捉え，運動（Movement）として，体育・スポーツの進展を積極的に推
進してゆく為の，ボランタリーな民間団体・サークルの活動もまた重要なもの
がある。
　アメリカの体育・スポーツの国民的振興にとって，Y．　M．　C．　A．（Yong　Men’s
Christian　Association）の果たした役割は大きい。　Luther．　H．　GulickはY．M．
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C．A．の体育事業の基礎を築いた代表的指導者であった。Y．M．C，A．は言うま
でもなくキリスト教信仰の普及発展を目的とする団体である。そのY．M．C．　A．
が何故に，体育事業を展開し，協会の中心的プログラムにまで発展させていっ
たのであろうか。
　当時，一般的にはキリスト教思想と，体育・スポーツ活動との間には，相容
れない問題が存在すると考えられた。その一つは，スコラ哲学以来の身心二元
論・霊肉二元論から発生する，キリスト教独特の「身体観』が存在し，身体的
喜びの追求は，聖霊を汚すものであるという思考方法が存在した。その思考方
法が，体育・スポーッ活動からキリスト者を遠ざけたのではないのかという点
がある。今一つはMax．　Weberが指摘する「職業聖召説」（Berufs　Idee）の
問題である。M・Weberはプロテスタントの生活意識の中核をなすのは倹約・
勤勉の精神ではないかと主張する。こうした生活意識を反映して，遊びの要素
の濃い体育・スポーツ活動はキリスト者らによって忌避されていったのではな
いのかということが存在する。
　こうした身体観・体育観・スポーツ観を持つキリスト教をその会の中核的精
神として堅持しているY．M．　C．　A．が，何故に体育事業を発展させていったの
であろうか。この思想的課題を積極的に解決してゆくのは，L．　H．　Gulickであ
った。ここではL．・H．Gulickがどのような　「身体観」　『体育観』　「スポー
ッ観』を呈示し，その矛盾を解決してゆくのかを考察してゆく。こうした「身
体観」　「体育観」　「スポーツ観」といった，体育・スポーツ活動を行うにあた
っての人間の思想の基底となる問題の変化・発展を研究することの中から，今
日，われわれにとって体育・スポーツとは何であるのかを，解明する視座にし
たいと考えるのである。
IL．H．　Gulickの身体観
　1．　キリスト教信仰と身体
　ピューリタンの楽園をめざして渡航した『Puritan　exodus』以来，アメリカ
文明は，その精神的諸価値の総計において，宗教に基礎をもつ文明であるとさ
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　　　　　　（1）え言われている。キリスト教が，アメリカ国民の信仰の中心的存在であること
は周知の如くである。このキリスト教信仰の中にある，スコラ哲学以来，長い
間支配的であった身体と精神（霊魂）の二元論，例えばプラトン的な魂と肉体
の実体的区別，さらに聖書，特にパウロが強調した霊と肉の対立等は，体育・
スポーツにとっては思想的姪楷として残存し，体育・スポーッ活動を行なおう
とする態度に重大な影響を与えた。具体的には『Methodist　discipline」のよう
に一切の遊戯を禁止していたキリスト教の宗派も存在した。肉体を悪の原理と
考え，禁欲による魂の浄化を救済の条件とするような思想が，その道徳に大き
　　　　　　　　　　　　　（2）な影響を与え続けているのである。
　L．H．　GulickはY．　M．　C．　Aの体育指導にあたるに際して，このキリスト教
に内包する，身心二元論を止揚することに腐心した。Y．　M．　C．　Aは周知の如
く，聖書の学習研究に基づくキリスト教信仰の拡大に，その協会の目的が存在
していた。Y．　M．C．Aの体育事業は，青年の興味を協会に魅惑するプログラム
の一つとしで漫然と行なわれていたに過ぎなかったので，協会のキリスト教信
仰と，協会として体育事業を行うことの間に軋みが生じてきていた。青年を協
会に組織する為の単なる道具として，体育館を建設したりプログラムを発表す
るという実用主義的発想と，従来の身心二元論という思想的桓楷による矛盾が
生じていたのである。L．　H．　Gulickはこのような状況を察知し，キリスト者
が身体活動を行うことは，キリスト教信仰に相反しないことを，キリスト教そ
のものの中から演繹しようとするのである。
　L．H．　Gulickの基本的理念は，1891年のConventionにおける「協会における
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）体育事業の著しい特徴について」の報告の中に見い出すことが出来る。　r人間
は精選された統一体であり，身体（body）・心（mind）・意（spirit）は，どれもが
人間の存在にとって必要であり，かつ不変な部分をなしている。その中のどの
一つだけでも存在できるものではなく，三つが必要なのである。それは神の呼
気と地球のちりのすばらしいコンビネーションの産物である。キリストとは身
　　　　　　　　　　　　　　　　（4）体・心・意の完全な人間のことである。」この人間観をL・H・　Gulickが主張す
る根拠は二点ある。その第一点は『聖書』そのものにあり，その第二点は，
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　『心理学」が発達し，新しい科学的知見を学習したことにある。
　LH．　Gulick，彼自身の人間観一身体観の形成に最も強い影響を与えたもの
は・キリスト者であること，即ち聖書を学ぶことにあった。L．　H．　Gulickは聖書
の中の語句を引用して「コリント人への第一の手紙の中の第6章15節で“あな
たがたは，自分の身体がキリストの肢体であることを知らないのか？”と書か
　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）れている。ここでいっ「身体』は聖霊の宿る寺であり，永遠のものである」と
述べ，よりよい信仰は健康な身体に存在し，身体の鍛練することは魂を磨くこ
とであると主張する。ローマのユペナリスの格言を彷彿とさせる論述である。
　当時はL．H．　Gulickのみならずキリスト教に内部にも肉体と霊魂について
の見解について新らしい意見を出すものも存在した。ニューヨークのトロイの
牧師は「魂を耕すことと同じこととして，肉体を耕す義務があることに思いを
寄せるべきである。この二重の調和のとれたトレイニングなくしては，宗教は
　　　　　　　　　　　　　（6）退屈なものになってしまうだろう。」と主張し，身心二元論的残津を残しながら
も，身心の相関に迫ろうとしている。こうしたLH．　Gulickに切実なインパク
トを与えたのは「心理学」の研究である。ロンドンで発行された小冊子の中に
「身体と心は，機能的には異っていようとも，はっきりと分かち難い全体より
成っている。身体にとって有益なものは心にとっても同じである。」という考
え方を見い出し・同感した。Mark　HoPkinsの「Outline　of　Man」もそれと
同意見を表明していたのを読み，L．　H．　Gulickは意を強くし，その身体観形成
を強めるのである。
　こうした聖書の学習と心理学の側からつきつけられた科学的知見を消化吸収
することによって・L・　H・Gulickの身体と精神に関する思想は確固なものとな
り・1891年のConventionにおいてY・M．　C．　A．全体に表明してゆくのである。
それまでのY・M・C・A・においては，体育活動を行うことと，キリスト教を普及
することの問の関連についてや，キリスト者自身が体育活動を行うことについ
ての明確な論拠が存在していなかった。L．　H，　Gulickはこの点について整理し，
Y・M・C・A・の活動としての体育事業に，その方法と思想を定着させてゆくので
ある。このことはY・M・C・Aがアメリカの，体育の振興に果した大きな役割
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を考えると非常に重要な意味をもつ。さらに彼は「身体と心と意」の統一的発展
を希求することこそが，「神』に対して真剣に生きることであり，若者達を
Y．M．C．A．の体育プログラムに結集させ，彼らの精神的徳性を酒養すること
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）は，終局的にはキリスト教的人生目標に収敏させるものであるとした。こうし
てL．H．　Gulickはキリスト教信仰における人間の身体の位置を明確に提示し，
Y．M．　C．　A．の体育事業の理念の定着化をさまざまな方法を駆使しながら進行
させてゆくのである。
・2．　トライァングルの理念
　L．H．　Gulickは，身体と精神との間の二元論を克服することのみに留まら
ず，積極的に，Gulick自身の身体観を表明してゆく。その結実したものがい
わゆる「Triangle」の理念である。このトライアングルの理念はデザイン化さ
れ，今日のY．M．C．A．の標章として用いられて，広く世界に普及し，Y．M．C．A・
の体育活動のシンボルとなっている。1891年のConventionにおける，彼の身
体観の表明は，新しい見解ではあったものの，聖書を信仰の権威として認知し
ているY．M．　C．　A．にとって，聖書解釈に則ったこの主張は受容しうるもので
あった。この会議の認知に力を得たLH．　Gulickは「What　the　triangle
means」を発表し，身体と精神の相互作用について聖書を中心とした神学と心
理学の最新の知見に基づいて論を進めてゆくのである。
　一トライアングルの理念は，身体・心・意（body・mind・spirit）につい
てではなくして，全人としての人間という視点に立脚している。……このよう
にして個々の人間は身体（body）・心（mind）・意（spirit）だけから成り立つ
のではなく，それらのいくつかの，各々の様相から，何かしら全く異ったもの
に結合されたすばらしい結果として存在するのである。
　トライアングルの理念は……各々の部分が，常に全体と関連をもちながら発
達した調和的人間……のことを言っているのである。
　何の権威者が我々の信じているトライアングルの理念について正しいという
のであろうか？　それは聖書の言葉である。「汝，主なる汝の神を，汝の心と
魂と力でもって愛せよ」　主に対する奉仕は全人的に包括されるものであり，
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ヘブライ語やギリシャ語で「力」という言葉を訳せば，両方とも身体的力（体
力）に関係する言葉である。……
　最近の心理学は，身体と心は二つには分離され得ない，実存であるとしてい
る。がしかし，その各々の限界というものは識別することが不可能であるほ
ど，緊密に結合しているという見解にまで致っている。
　Y・MC・A・は大胆にこれらの見解を実行に移している世界で唯一の研究所
である。Y・M・C．　A．は全入の結合と調和との，両側面に関して世界のどの研
究所も行っていないより大きな範囲で救済し，建設することを目的としている。
トライアングルは人間を象徴し，協会をも象徴している。我々の仕事は，身体
的，知的，社会的，精神的なものは独自に存在し，総和の関係にあるという見
解には反対である。そういった，総和の関係という解釈では，それらの間の存
在関係は統合的にとらえられないで，個別のものの集合という見解に立つもの
であるから。
　そして，協会の仕事を統合すれば，各部門の仕事の単なる合計よりも，より
一層すばらしいものになる。故に，我々は，体育館を持ち，教育的学級，図書
館，読書室，宗教的活動をも持つのである。その概念を統合させ，完全に全体
を完成させる。……これらのすべては聖書の中のみならず，科学の分野におい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）て発見される「神」の法則と一致している。　　Era　XX（Jan．18，1894）14
　こうした説は，従来のキリスト教的入間観身体観を超克するものであり，
19世紀後半の人間研究における，神学，心理学，教育学など到達点を反映する
ものであった。こうしてL．H．　Gulickは新らしい人聞観，身体観を基底に保持
し，Y・M・C・A・の体育事業における伝教的動機を堅持し，キリスト者の体育
活動のあるべき姿を提案してゆくのである。さらにL．H．　Gulickは，彼の哲学
をより徹底・普及する為に，スプリングフィールドに体育指導者養成学校を設
置し，その理念と方法の周知徹底を計ることになるのである。
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II　L．H．　Gulickの体育観
　1．Berufs　Ideeと体育・スポーツ
　キリスト教信仰と体育・スポーツ活動の間に横たわる問題性の一つに，Max
Weberの指摘する　「職業聖召説」（Berufs　Idee）が存在する。このBerufs
Ideeは，霊肉二元論から端を発する肉体蔑視一身体的喜びの忌避と同様に，
体育・スポーツ活動を行おうとする際の思想的なネックとなって存在する。こ
のM．WeberのBerufs　Ideeは言うまでもなくプロテスタントの生活態度につ
いての概念規定である。それは，これこそ神に対する唯一の務めであるという確
信のもとに，個人は自己が召されている職業の場で全力を尽すべく義務づけら
れているという内容の職業概念から演繹して，プロテスタントは禁欲的な生活
を送らねばならぬと言う発想である。この禁欲的な生活の内実として，遊戯・ス
ポーツ活動に対する禁止措置が執られた宗派（Methodist派）さえ存在した。こ
うしたキリスト教社会の中で，体育・スポーツ活動を普及発展させる為には，
L．H．　GulickはこのいわゆるBerufs　Ideeを克服する論理を提示しなければな
らなかった。人間が職業に勤しむ時，その基本になるのは，「身体」であり，こ
の「身体」の健康な維持にとって，体育・スポーッ活動が欠くことの出来ない手
段となる。その上，聖書にも，“あなたがたは，自分の身体がキリストの肢体
であるということを知らないのか”（コリント人への第1の手紙第6章15節）
と書かれているように「身体」を保全することは神の御心に添うことであるか
ら，体育・スポーツ活動が必要であるとL．　H．　Gulickは主張する。つまり「身体」
そのものを維持することが，禁欲的に職業に精勤できる保証なのだから，身体の
健康な保持の為に体育活動を行うことは，必然的であると言うのである。今一
っL．H．　Gulickの視野に入っーているのはY．　M．　C・A・の体育館にやって来る青
少年の状況である。1890年前後はアメリカの産業革命が飛躍的に発展し，世界第
一位の工業生産額を誇るほどになっていた。工業の発展は都市化を招来させた。
1860年～80年代にかけて流入した人口は1，000万人にのぼり，都市は移民と没
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）落した農民によって埋まり，スラムを形成するようにっなた。こうした中にお
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ける都会の青少年の多くは工業労働者として工場労働に従事していた。このエ
場労働は劣悪な条件下におかれていたので，青少年の身体状況は極めて不健康
な状態のまま放置されていた。このような健康状態では，日々の労働に謹しむ
ことが神に対する唯一の務めであるという，プロテスタントのBerufs　Idee
は霞んで見えた。この青少年に体育・スポーッを与えることが，彼らを救う道
であり，明日からの信仰の糧になると，L．　H．　Gulickは考えた。　r彼らが体
育館にやって来るときの，最も基本的要求はレクリエーションとしてである。
彼らは精神的にも，肉体的にも疲弊し尽している。……そして最後には自分
自身の職業を放棄しようと思っている。こういう人々にとって教育的身体運動
は無用である。医学的身体運動の方がより有用である。ジムナスティックゲ
ームはこうした人々の要求に適合させることによって偉大な前進をとげるので
　（10）
ある。」
　こうして，M・Weberの指摘する，職業聖召概念にみられるプロテスタントの
身体的娯楽に対する禁欲論は，現実が提起する深刻で，切実な課題〈身体の健
康の保全〉を前にして，色あせてゆくのである。むしろ，体育・スポーッ活動
をレクリエーションとして執り入れることによって，Berufus　Ideeを補完し
てゆくとさえ言える。L．　H．　Gulickの脳裏からはキリスト者としての理想的
生活態度としてのスポーツ活動の受容ということが離れていないので，決定的
にBrufs　Ideeを超克し得ない。
　2．　人間の調和的発達と体育・スポーツー体育の目的論として一
　L・H・Gulickが常に堅持している，体育観の中に，人間の調和的発達におけ
る体育・スポーツの位置の問題がある。この体育観は，彼の強固な身体観（人
間は身体と心と意の精選された統一体である。）を背骨に展開されてゆく。「人
間の全体性の均衡的発展……身体・心・意は調和的であるべきである，がしか
し均しくは発展しない。三つの部分が単に健康であるということではない。」
「それを教育し，訓練する方法としては，全てを統合した方法が使用されなけ
　　　　　（11）ればならない。」という人間観と，それに対応する教育観を基本的に保持し，体
育について論述してゆく。　「体育は完全なる人闘の形成の為の必要不可欠な部
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分を為すものであり，Y．M．C．A．にとっても協会のプログラムの生命線とし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（12）て，人々にむけて用意されるべきものである。」さらに「体育はスポーツの技術や
興味の追求のみならず，最も好ましい身体の発達の為さらに人間を支えている
　　　　　　　　　　　　　　（13）諸関係の正しい発展の為に作られる。」「体育は調和のとれた発達の方向にあら
ねばならない。形態の調和，機能の調和を志向し，その中で人間は，敏捷に，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（14）耐久力を持ち，技術を高める中で強くなるであろう」
　このように，L．　H．　Gulickの体育観は人間の全人的発達の重要な部分を形成
すると言う，教育の中における位置を確認し，さらにその体育教育の内容論と
して「スポーツ」はその技術的獲得のみを追求するのではなく，入間の発達の
為の，媒介項と考えてゆくのであると主張する。今一つ特徴的なことは，人間
の発達の方向性の認識についてである。それは，身体（Body）・心（mind）・
意（spirit）の均衡的発達を志向し，それに体育活動が，如何に関与しうるのか
ということを意識している点にある。このことは，LH．　GulickはY．　M．　C・A・
の体育プログラムが数少ない種目に集中したり，そこで活動する人がその種目
のプロフェッショナル化をすることのないように充分に配慮する。さらに人間
の発達のために必要とあらば，新らたにBasket　BallやVolley　Ballを発案
したりすることの中に，その志向性は明確にあらわれている。さらにLH・
Gulickはオールラウンドな競技プログラムに取り組むことにより，さまざま
な練習のパターンの取り合せの必要がおこり，それによって全体的に統合され
た身体が形成されてゆくことに着目する過程の中から，Pentathlon（五種競技）
をY．M．　C．　A．のプログラムの中に設置するのである。それはスペシャリスト
を作る為でなく，高価な道具を使う訳でもない。このことは，人間がスポーッ
を行うということは，単にその種目の技術を熟達することのみならず，スポー
ツの持つ属性を引き出し，自らの生活を豊かにし，全体的な発達を促すことに
意義があるとする，L．　H．　Gulickの体育観を反映しているのである。
　そして，こうした体育活動がキリスト者にとって「主』に対して真剣に生き
る証しとして存在するのだと以下の如く説くのである。「キリスト教の事業に
とって，体育活動は，聖書の研究などと同様に重要な訓練であると認識されて
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いる。体育活動は宗教生活を生き生きとしたものにする一大要素であることを
　　　　　　　　　（15　認めなければならない。」「地球上，どの時代，どの場所にも見られなかった驚
くべきキリスト教信仰の前進，これについては将来のキリスト教史家たちは，
その最も画期的なものとして，この「身体に福音をもたらす」運動を評価する
　　　（16）
であろう。」
　このようにL．H．　Gulickは体育活動をキリスト教の信仰生活の重要な中核と
して意識してゆくのである。ここにおいて霊肉二元論から演繹された身体活動
の忌避や，Berufs　Ideeの影響下から発する楽しみと遊びとしての身体活動へ
の嫌悪から脱脚し・体育・スポーツを新らたなキリスト教信仰の方法（Muscular
Christianity）として位置づけようとするのである。
　3．　Y・M・C・A．体育事業の方法
　LH．　Gulickは，人間の調和的発達とより一層のキリスト教信仰の深化の為
に・体育を考えてゆこうとするのである。そうした，L．　H．　Gulickの理念を反
映し，特徴ある体育事業の方法を考案してゆく。その特徴の一つは，体育指導
者の養成であり，今一つは，L・H．　Gulickの体育観を反映する形での新らしい
運動文化の創造である。最後に特徴的なことは，体育・スポーッ活動に参加す
る者の姿勢，態度を律していることである。
　（a）L・H・Gulickの体育観と体育指導者の養成
　Y・M・C・A・が体育館を最初に建設した当時においては，キリスト教信仰と
体育館の関係，体育館において行なわれる運動種目，体育館における指導者の
問題といった，Y・M・C・A・の体育事業に関する基本的思考は存在しなかった。
ただ，体育館が若者にとって魅力のあるものであるという理由から建設されて
いった。こうした状態の中へ，L．　H．　Gulickがスプリングフィールドの体育指
導助手として迎え入れられた。そこのプログラムの目的は①審査されたキリス
ト者や，聖書の真理において訓練された人々や，協会の仕事に携った人々を，
体育指導者の分野に配置すること。②これらの指導者は，知的な教師であり，
そしてその指導者は，体育活動の目的・内容・方法について熟知していること
……ﾈ単にいえば，その目的は，キリスト者の体育館監督をこの方面に置くこ
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と。それは第一級のキリスト者で知的な教師であること。すなわち，その目的に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（17）向って仕事をすることは「神』に仕えることである。……であった。しかしな
がら上記の理念に該当する指導者はほとんど存在しえなかった。LH．　Gulick
は，体育のより一層の発展と，キリスト教信仰の深化の両面から考えて，その
両者を止揚して指導にあたることのできる体育指導者の育成が，Y．　M．　C．　A．
の体育事業を発展させるための重要な結節点になると考えていった。1889年の
Y．M．　C．　A．のConventionで，前述のように立派なキリスト者であり，しか
も立派な体育指導者であるという，両側面が統合され得ぬ者が多いことが話題
となり，L．　H．　Gulickがスプリングフィールドに指導者養成の為のプログラム
　　　　　　　　　　　　　（18）を持つ学校を作ることになった。当初はRoberts．　J．　Robertと協力してこの
学校の運営にあたるのであるが，R．　J．　Robertsは，この指導者の訓練にあたっ
て，この学校の目的，その目的を具体化する為のカリキュラム，キリスト教と
体育活動といった根源的な問には目もくれずに，相も変わらず，彼のダンベル
運動を中心とした体育館運営に固執していた。
　これに対して，L．　H．　Gulickはグループゲームを含む幅広い内容の教育を主
張してゆく。その内容は，身体運動の哲学，Gymnastic　therapeutics，心理学，
衛生学，生理学，人体測定学，運動生理学，さらにGymnastics，　Athletics等で
あった。こうしたGulickの主張がスプリングフィールドの校長であったL．
L．Do99ettらに次第に評価されていった。　Robertsはスプリングフィールド
を離れ，ボストンのY．M．　C．　A．に移っていった。因みにRobertsの時代に
「Gymnasium　Department」と称していたものが，　L．　H．　Gulickの時代になって
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（19）rPhysical　Department」に名称が変化していった。さらにL．　H．　Gulickは，当
時，社会的評価の低かった体育指導者の専門的地位を高めさせ，体育指導者と
しで［青熱を持って一生を献身したいと学生らを決意させるほど，この指導者養
成の教育には質の高い，熱心な，感激的な授業を展開してゆくのであった。そし
て，その体育指導者養成学校の教授陣を，彼のコースを卒業した者で充当し，
強力なスタッフを形成してゆく。L．　H．　Gulickは彼の身体観に裏打された，ユ
ニークな体育観（キリスト教信仰における体育の意義づけと，身心一元論的発
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達観に基づく体育の目的志向）は，指導者を養成し，アメリカ各地のY．M．
C・A．へ体育指導者として派遣することによって広範に普及してゆく。
　（b）新らしい運動文化の創造
　産業革命の発展に伴う都市化・工業化された社会における生活構造の変化な
どの社会的要因による労働者，青少年の肉体的阻害を視野に入れることなどか
ら，体育活動の領域にレクリエーション的体育・スポーッをそのプログラム
に持つ必要性が発生してきた。当時のアメリカにおいては，いわゆるPlay
ground　Movementが発生し，各工業都市にボストン市の先駆的事業（1889年
までに21のPlay　ground）をうけてフィラデルフィア，シカゴ，デトロイト，
プロビデンス，ピッツバーグ，ブルックリン，バルチモア，ミルウォーキーな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（20）どの諸都市が1900年までにPlay　groundを設置している。こうした状況をみ
ても明白なように，都市における労働者・青少年の身体問題は深刻化の一途を
たどっていた。
　LH．　Gulickはこうした状況を直視する中からY．　M．　C．　A．の体育事業の中
に数多くのレクリエーションスポーツのプログラムを持つ必要性を認識し，そ
の種類を増していった。散歩，キャンプ，ボート，水泳，野外運動会などであ
る。しかしこのような既製のスポーッ種目のみでは，青少年の身体の奇型化，
委縮化を防ぎ，若者らの持つエネルギーを汲み尽すことは出来なかった。さら
に季節的に片寄りのある種目も多く存在していた。
　1891年，LH，　Gulickはスプリングフィールドの体育指導者養成学校のゼミ
ナールの中で，こうした切実な身体状況を解決する為に，新らたな運動種目を
創造する必要性が焦眉の急の問題として存在したので，「覚え易すく，冬でも行
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2Dない易すく，そして技術的にも簡単なゲーム」の考案を提案した。当時スプリ
ングフィールドの体育指導者養成学校を卒業して，母校の講師となっていた，
James　NeismithはL，　H．　Gulickの提案をうけて，この新らしい運動種目の発
明の為に思いをめぐらした。その中でNeismithは新らしい運動種目の構成要
素となるべき基礎的条件を設定していった。この基礎的条件の中にも，LH．
Gulickのさらに，　Y．　M．　C．　A．の体育・スポーツに対する特有の考え方を含ませ
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ていったのである。その条件は「①その運動種目自体，興味深いこと。②覚え易
すいこと。③どんな体育館でもプレイ出来ること。④出来る限りラフでないこ
と。⑤人員が多くても，少なくても出来ること。⑥身体の全面発達を促すも
の。⑦昔から運動してきた者にとっても興味深いものであり，充分に科学的な
ものであるこ聡」であ。た．こうした条件に立脚し，さらにゲームの運行に
ついて検討してゆく。　「新らしいそのゲームでは，ボールを持ってランニング
をすることを許可しないこと。これを大前提とした。次にはこぶしで叩いた
り，蹴ったりしないことを決定し，最後に，ゲームの開始はコートの中央でのト
スアップをすることに決定した。さらにゴールは，床から10feet離して桃篭
をバ、レ，ニーに吊すことに決定還1」この翻翻はB・・k・・B・11と命名さ
れた。この種目は，いつでも，どの体育館でも，唯でも，何人でも出来るので
　　　　　　　　　　　　（24）遼原の火の如く普及していった。
　しかし，本来Basket　Ballを創造した意味は，青少年の身心の全面発達を
志向する為に考えられたのであったが，このBasket　Ballは，仕事を終え
て，Y．M．C．A．の体育クラスに通ってくる勤労者にとってあまりにも激しい
運動であった。これでは身体の強固な建設どころではなく過労になり，身体を
壊す心配も出てきた。このような状態の中で，L．　H．　Gulickにとっては，勤務
を終えて，体育館へ通ってくる労働者の為に，やや軽度なスポーッを考案する
ことが必要となってきた。スプリングフィールドの体育指導学校を1894年に
卒業し，指導者として赴任していったW・G・Morganはその主旨を生かして
　　　　　　　　　　（25）「Volley　Ball」を考案した。
　「青少年が，体育館にやって来るとき，彼らの最も初歩的要求はレクリエー
ションとしてである。彼らは精神的にも身体的にも疲弊し尽している。……彼
らは人生をも放棄しようとしている。……ゲームはこうした人々の要求に適合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（26）させることによって偉大な前進をとげるのである。」L．H．　Gulickは，こうした
社会的現実が惹起する非人間的で悲惨な身体状況に追い込まれている都市の工
場労働者を視野に入れ，彼らの全面発達の為に，またレクリエーションの為に
スポーツを創造してゆく。ここに到って，霊肉二元論や，Berufs　Ideeの影響の
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許の，おどおどした「体育観」ではなく，社会的現実の上に，しっかりと踏んば
った体育活動を展開してゆく。新しいスポーツを考案，普及する中で，身体的
欠陥を克服し，人間の全面発達を希求する姿勢の中に，キリスト教ヒューマニ
ズムが発見されるのである。まさにMuscular　Christianityの具現である。
　（G）Clean　SPQrtsにむけて
　L．H．Guiickは，体育に関して，さまざまな観点から論述をするが，特徴的な
ことの…つとして，彼はキリスト者が体育・スポーツ活動を行うにあたって充
分に考えなければならないモラルにっいて強調する。　「ゲームは清潔に行なわ
れるべきである。キリスト者にとって不潔なプレイに寛大な態度をとるという
ことは，単に失礼とか非紳士的とかいうのではなく，道徳の初歩的原理であり，
神のルールに対しての完全な侮辱である。それは，Y．　M．C，　A．における宗教
的生命を傷つけることを意味する。清潔なスポーッの実践は，若者たちをより
高度な信仰生活に導かせようとするし，社会的に大きな信用を与えることにな
（27）
る。」このようにスポーッにおける高度な規範はキリスト者の正直さと礼儀正
しさを中核としーて形成され，キリスト者の理性と，Y．　M．　C．　A．の思想を体現
するものであるとL．H。　Gulickは主張する。そして最終的には，キリスト教
信仰の思想方法を競技の世界に普及し，競技をすることによって学ぶことの出
来る行動規範はキリスト教信仰の内実そのものであるとするのである。この行
動規範はキリスト教信仰の競技化であり，競技のキリスト教信仰化を目指すも
のである。
結
?
　L．H．　GulickがY．　M．　C．　Aの体育指導者になった時点では，キリスト教信
仰と体育事業に関する明確な理論が存在していなかった。L．・H．　Gulickはキリ
スト教神学を，主に「聖書」を中心として研究する中から「精神と身体」の問
題に論及する。プロテスタンティズムの拠って立つところは「聖書」の御言葉
であるとして，深く旧約聖書，ギリシャ文化，ヘブライズムまでをも研究し，
当時の一面的キリスト教理解に基づく身心二元論・霊肉二元論にするどく論駁
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する。さらに加えて，L．　H．Gulickの『身体観』形成には，当時の心理学等の科
学的知見を謙虚に吸収することによってより一層強固なものとなってゆくので
ある。「人間はBody－Mind－Spiritの精選された統一体であり，どれもが人間の
存在にとって必要であり……キリストとはBody－Mind－Spiritの完全な入間の
ことである。」こういう身体観を堅持し，心や魂が聖書を中心とする信仰活動
の中で訓練されるのと同様に，身体もその独自の方法で訓練（体育）されなけ
ればならないとして，キリスト者でも，否，キリスト者であるからこそ体育活
動をすべきであると主張する。Gulickは「体育」を行うことは『主』に対し
て真剣に生きることであるとする。こうして従来のメソディスト・ディシプリ
ンに典型的にみられるような「身体観」　「体育観」を超克してゆく。こうした
Gulickの身体と体育に関する見解は「聖書」を信仰の権威として認知してい
るプロテスタントらにとって，新らしい見解ではあるものの，論理としては受
容できうる内容のものであったので，Y，　M．　C．　A．の内部でも承認されてゆく。
Y．M．C．　A．の体育事業においてその理念が定着し，発展してゆくのである。
　Gulickをしてさらにその「体育観」をより深化せしめるのは，19世紀後半
のアメリカにおける都市化・工業化の進展である。こうした社会状況が生起し
た工場労働者，青少年の身体をめぐる状況は劣悪を極めた。日常の労働におい
て疲弊し尽していた。LH．　Gulickはこうした状態を直視する中から，この深
刻な身体疎外をキリスト教会の側としても正しく受けとめ，その疎外を身体運
動で克服することを考え出してゆく。そうした状況の許でスポーッをレクリエ
ーションとして活用してゆく。その上，そうした青少年らの多様な運動要求に
答える為に，新たな運動文化（Basket　Ball・Volley　Ball）を創造するに到る
さらにトライアングルの理念に象徴されるように，Gulickは人間の全面性・
統合性を確信する中で，体育・プログラムについても，その全面性，統合性を
より一層発達させうる為のプnグラム研究をし，実施してゆく。LH．　Gulick
の「体育観」の基底には，人間にとってスポーツを行うということは，単にその
スポーツ技術を熟達するということにのみあらず，さまざまなスポーッの持っ，
それぞれの属性を利用して，人間の身体の全面発達，統合的発達を目指すとい
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うことが存在している。そして，「特定の人たちだけでなく，出来うる限り多く
の人々に，全体的な発達を促すもの」として体育を認識した。その論理の延長
として，Y．M．C．　A．の体育事業の大衆化を計り，アメリカ社会の中に，スポ
ーッ文化を普及してゆくのである。L．　H．　Gulickのキリスト教に即した，身体
観，体育観はY．M．　C．　A．の体育事業を通して市民権を保有するようになり，
キリスト教をその精神的諸価値の根源にもっアメリカ文明の中において，もは
や，体育・スポーツ活動は一定の位置を持つものとなっていたのである。
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